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第３２回離島対策等検討会 議事録 

 

 

 

１．日時     ２０１８年２月２０日（火）１３時００分～１５時００分 

 

２．場所     日本自動車会館１１階 

公益財団法人自動車リサイクル促進センター 第２会議室 

 

３．出席者    石川座長、小島委員、松井委員 

公益財団法人自動車リサイクル促進センター 再資源化支援部 

        経済産業省・環境省担当官 

 

４．議題     １．座長の互選 

４．議題     ２．２０１７年度 離島対策等支援事業 活動報告（２０１８年２月報告） 

４．議題     ３．２０１８年度 離島対策等支援事業 活動計画 

４．２０１８年度 離島対策等支援事業 出えん計画 

５．２０１８年度 離島対策等支援事業に係る出えん要望額 

 

５．会議の概要 

       

（再資源化支援部） 

議題１．座長の互選について説明。 

 

石川委員が座長として選任された。また、座長に事故があるときは、小島委員

がその職務を代理することとなった。 

 

（再資源化支援部） 

議題２．２０１７年度 離島対策等支援事業 活動報告（２０１８年２月報告）に 

ついて説明。 

 

（委員） 

資料４ページ「（２）大・中規模離島における流通状況等の確認」において、  

屋久島町の事業者に事業活用を働きかけた後の進展があれば知りたい。 

 

 

 



 

2/4 

（再資源化支援部） 

当該事業者の申請実績はまだ発生していない。パソコンを利用する移動報告

実務や申請方法等について、事業者の担当者に対する情報提供は完了して  

いるため、引き続き申請状況を注視する。 

 

（委員） 

資料４ページ「（３）小規模離島における流通状況等の確認」において、姫島村

の申請手続きが煩雑であった内容を知りたい。 

 

（再資源化支援部） 

姫島村への申請に際し、申請者と最終所有者の間での押印による確認や  

最終所有者の金融機関の個人口座を村に届け出る必要があり、申請者に負荷

が掛かっていた。 

 

（委員） 

議題２．については、承認する。 

 

（再資源化支援部） 

議題３．２０１８年度 離島対策等支援事業 活動計画について説明。 

 

（委員） 

資料９ページ「②自治体担当者向け自動車リサイクル関連現場研修の検討」

において、課題としている関係主体の合意形成の内容を説明されたい。 

 

（再資源化支援部） 

当初、対面での講習を企画していたが、工数等の観点から講師の現地派遣を

見送る検討をしている関係主体がある。映像資料による参画提案を受けている

が、合意形成には至っていないため、今後、映像資料の内容確認等を通じて、 

対面での講習から映像資料による講習への移行可否等を合意形成する必要が

ある。 

 

（委員） 

慎重に確認、評価しながら検討を進めてほしい。 

 

（再資源化支援部） 

承知した。 
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（委員） 

議題３．については、承認する。 

 

（再資源化支援部） 

議題４．２０１８年度 離島対策等支援事業 出えん計画について説明。 

 

（委員） 

資料１１ページ「計画台数の増加・減少の上位３市町村」において、石垣市と 

五島市は２０１７年度の申請台数が事業計画を上回っており、速やかに２０１８年

度の事業計画を見直している一方、同様に２０１７年度の申請台数が事業計画を

上回った対馬市では２０１８年度の事業計画に変化がなかった理由を知りたい。 

 

（再資源化支援部） 

対馬市では、２０１７年度の申請台数が事業計画を上回ったものの、当該事象

を一時的なものと判断し、２０１８年度の事業計画を据え置くこととした。 

 

（委員） 

資料１２ページ「不適正保管・不法投棄台数の推移」において、公有地等の 

放置自動車は何年度の調査から含まれなくなっているのかを知りたい。 

 

（再資源化支援部） 

当部が環境省から調査を引き継いだ２０１６年度から、放置自動車は調査対象

ではないことを自治体へ案内している。 

 

（委員） 

自治体によっては、２０１７年度の調査にも放置自動車が含まれている可能性

があるのかを知りたい。 

 

（再資源化支援部） 

自治体によっては、数台の放置自動車が含まれている可能性は否めない。 

ただし、小規模な事案も自治体へのヒアリングにより違法性の有無を確認して 

いるため、大量に含まれている可能性は低い。 

 

（委員） 

議題４．については、承認する。 
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（再資源化支援部） 

議題５．２０１８年度 離島対策等支援事業に係る出えん要望額について    

説明。 

 

（委員） 

資料１３ページ「２０１７年度／２０１８年度の収支概要」において、離島対策等

検討会運営費を２０１８年度から再資源化支援部の経理科目とした理由を説明 

されたい。 

 

（再資源化支援部） 

これまでの離島対策等検討会運営費は、離島対策等検討会が資金管理業務

諮問委員会の下部組織であることに基づき、資金管理業務諮問委員会の事務

局である資金管理センターが経理していた。 

一方、離島対策等検討会の現地訪問等に伴う運営費については当部が経理

しており、同一の事業に係る費用を一元的に経理できていなかったため、２０１８

年度から離島対策等検討会の事務局である当部が経理することとした。 

 

（委員） 

議題５．については、承認する。 

 

（再資源化支援部） 

離島対策等検討会での承認を受け、２０１８年度 離島対策等支援事業に係る

出えん要望額について、２０１８年２月２８日開催の第７９回資金管理業務諮問 

委員会に上程する。 

 

 

以上   


